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豊橋技術科学大学 研究データ管理・公開ポリシーの解説・補足 
 
本解説・補足資料は、豊橋技術科学大学研究データ管理・公開ポリシー（以下「本ポリ

シー」という。）について、考え方の背景や、ポリシー内の表現、用語の示す意味等につい

て解説及び補足するものであり、今後も必要に応じて見直しを行う予定である。 
 
なお、豊橋技術科学大学（以下「本学」という。）の研究分野は多様であるため、本ポリ

シーは研究データの管理・公開に関する基本的な方針を示すにとどめることとし、具体的

な運用等は、それぞれの研究分野の特性を踏まえ、各部局等の実情に応じて実施できるも

のとする。 
 

 
 
（前文） 
・本ポリシーは、本学の理念のもとに策定されるものである。 
 
・本学の研究者が、研究データを適切に管理・保存し、公開を行うことは、研究データの

価値を認め、これを保護することであり、研究者自身が将来に渡り優れた研究を行うた

めに、また、本学における将来の研究を守るために重要である。 また、研究データの適

切な管理は、研究の公正性を担保する上で重要である。 
 

 
 

豊橋技術科学大学（以下「本学」という。）は、「技術を支える科学の探究によって新

たな技術を開発する学問、技術科学の教育・研究」を使命とし、「実践的、創造的かつ

指導的技術者・研究者を育成するとともに、次代を切り拓く技術科学の研究」を行うこ

とを理念として掲げている。 
研究データは新たな研究の源泉であり、これを適切に管理し、公開等により利活用を

図ることは、当該研究及び研究データ、並びに社会における本学の価値を高めることに

つながる。また、研究データの適切な管理は研究の公正性を担保する上で重要である。 
このことを踏まえ、機関として、研究データの管理と公開についての方針を示すこと

は学術研究機関としての責務であると考え、この認識のもと、本学における研究データ

の管理、公開及び利活用に関するポリシーを以下のように定める。 

（研究データの定義） 
１ 本ポリシーにおける「研究データ」とは、本学における研究活動の過程において収

集又は生成された情報を指し、デジタル・非デジタルを問わない 
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（本ポリシーにおける「研究データ」の定義、適用範囲） 
・本ポリシーにおける「研究データ」とは、研究活動を通じて取り扱うデータをいい、デ

ジタル・非デジタルを問わない。収集または生成した一次データだけでなく、それらを

解析または加工した作成したデータも含まれる。研究活動で取り扱うデータとして、「観

測データ」、「試験データ」、「調査データ」、「実験ノート」、「メディアコンテンツ」、「プ

ログラム」、「標本」、「史資料」等がある。 
 
・本ポリシーが対象とする研究データには、学外の研究者が、共同研究や施設・設備の利

用等により、本学において行った研究活動を通して収集または生成したデータも含まれ

る。 
 
・ただし、どの範囲までを本ポリシーの適用範囲とするかについては、各研究分野の特性

や研究データの性質、研究の実施体制等により異なると考えられることから、各分野に

おける法的及び倫理的要件、研究者コミュニティ等での標準等を鑑みて、当該研究デー

タの管理者が決めることとする。学生が教育を受ける上で収集または生成したデータは

含まれない。 
 
・「収集したデータ」の中には、著作権に代表される知的財産権を有するもの（論文、書物、

作品など）が含まれる場合があるが、それらは法により保護されており、それらが持つ

権利は本ポリシーに優先して当然守られなければならない。 
 
・研究者が、以前に在籍した機関で収集または生成した研究データであっても、本学在籍

中にこれらを保持している場合には、本ポリシーの対象となる。 
 

 
 
（研究者の責務） 
・研究者は、収集又は生成された研究データを適切に管理する権利と責務を有するものと

する。 
 
（本ポリシーにおける「研究者」の定義、適用範囲） 
・本ポリシーにおける「研究者」とは、以下の者をいう。ただし、本ポリシーの対象とな

る「研究者」の具体的な対象範囲については、それぞれの研究分野における特性等を踏

（研究者の責務） 
２ 本学は、原則として、研究データを収集又は生成した研究者がその研究データの管

理を行う権利と責務を有していることを認める。 



3 
 

まえ、各部局等で別途定めることができるものとする。 
（１）研究活動を行う本学の教員、研究員及び職員（常勤・非常勤を問わない） 
（２）研究活動を行う本学の学生等 
（３）研究費または本学の施設もしくは設備を利用して研究活動を行う者で上記 （１）、

（２）以外の者 
 
・共同研究等の相手先の大学や企業、機関等に在籍する者が、本学の研究活動に従事する

場合、相手先と協議の上、本ポリシーの対象者（上記（３）の者）に含むことができる

ものとする。また、本学の研究者が、共同研究等の相手先で取得した研究データについ

ては、相手先が定めるルールに基づき、適切に対応する。 
 
・なお、上記の（２）、（３）の者は、本学の教員の関与のもと、本ポリシーに定める研究

者の責務を果たすものとする。 
 

 
 
（研究データの管理・公開） 
・研究データの管理主体は研究者であり、研究データを収集または生成した研究者は、そ

れぞれの研究分野の特性等を考慮し、関係諸法令及び本学諸規則等、並びに、倫理的要

件等を遵守し、それを自律的かつ適切に管理、公開するものとする。特に、研究データ

の公開／共有／非公開・非共有については、研究者が適切に判断する事項である。 
 
・本ポリシーにおける「研究データ管理」とは、データの収集、生成、整理、解析、加工、

共有 、保存、破棄等、研究活動の開始から終了までの研究データの取扱いを定め、これ

を実践することを指す。 
 
※研究の段階に応じた研究データ管理の例 
●研究開始前：研究データ管理計画（DMP）の策定 
●研究活動中：研究データの適切な保管・利用  
●研究終了後：研究データの保存・廃棄の選別、保存期間の設定・延長、及び保存・廃

棄の適切な実施 

（研究データの管理・公開） 
３ 研究者は、それぞれの研究分野の特性を踏まえ、関係諸法令及び本学諸規則等、並

びに、倫理的要件等を遵守し、研究データを適切に管理・保存し、可能な範囲で公開

し利活用に供する。ただし、第三者の権利及び法的利益を害する場合はこの限りでは

ない。 
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（本ポリシーにおける研究データの区分） 
・本ポリシーにおいて、「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え

方」（令和 3 年 4 月 27 日、統合イノベーション戦略推進会議）を踏まえ、公的資金に

よる研究開発の過程で生み出され、デジタル形態で管理可能な研究データのうち、大学

や資金配分機関の基準等に基づいて、管理・利活用の対象として、研究者がその範囲を

定めるものを「管理対象データ」とする。 
 
・さらに、管理対象データは次のとおり公開・共有の可否を定め、利活用を図るものとさ

れている。 
（１）公開データ：一般に任意の者に利活用可能な状態で供する研究データをいう。 
（２）共有データ：アクセス権を付与された限定された者に利活用可能な状態で供する

研究データをいう。 
（３）非公開・非共有データ：公開も共有もしない研究データをいう。 

 
（本ポリシーにおける研究データの区分表） 
・「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」を踏まえ、本ポリ

シーにおける研究データ（管理対象データ）の区分は、次の表のようになる。 

 
 
（研究公正の観点を踏まえた研究データの保存） 
・「国立大学法人豊橋技術科学大学研究公正規程」（平成 19 年３月 22 日規程第 76 号)に基

づき、研究者は、研究公正の観点を踏まえ、研究データを適切に保存するものとする。 
 
（共同研究等における研究データの取扱い） 
・研究者は大学や企業、機関等と共同研究等を行う場合、その相手先と予め研究データの
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取扱い、権利及び責任等について、協議の上、合意を得るものとする。 
 
（オープン・アンド・クローズ戦略に基づく公開可否の判断） 
・研究データにおけるオープン・アンド・クローズ戦略とは、「データの特性から公開すべ

きもの（オープン）と保護するもの（クローズ）を分別して公開する戦略」のことを指

す。 
 
・法的・倫理的観点から公開できると判断された研究データであっても、研究成果の社会

実装やさらなる研究推進のために、知的財産として法的な保護が必要な研究データも存

在する。研究者は、オープン・アンド・クローズ戦略に基づき、こうした保護の要否に

ついても検討したうえで、戦略的に公開の可否を判断することが求められる。 
 
・なお、本学は、研究者の判断を支援するため、適切な情報提供や助言の充実など、知的

財産マネジメント機能の一層の強化を図る。 
 
（適切なエンバーゴ（時限付き非公開）期間の設定） 
・産業競争力や科学技術・学術的な優位性を確保するためには、公開による利活用の促進

とのバランスを考慮しつつ、適切なエンバーゴ（時限付き非公開）期間を設定すること

も想定される。 
 
（本ポリシーにおける研究データの公開・共有・非公開の判断フロー図） 
・上記を踏まえ、本ポリシーにおける研究データ（管理対象データ）の公開・共有・非公

開の判断に係る主なフロー図を以下に示す。 
 
※研究データ（管理対象データ）の公開・共有・非公開の判断に係る主なフロー図 

 
 
（公開する研究データ、FAIR 原則） 
・公開に問題がなく、「一般公開可」と判断された研究データを公開する際には、可能な限

り「FAIR 原則」に則って公開することが望ましい。FAIR とは、「Findable（見つけら

れる）、Accessible（アクセスできる）、Interoperable（相互運用できる）、Reusable（再

利用できる）」の略で、データ公開の適切な実施方法を示す原則のことである。 
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（研究者の異動、退職） 
・研究者は異動または退職する場合、研究分野の特性を踏まえ、また、関係者と協議の上、

その管理する研究データの取扱いを適切に定めるものとする。 
 

 
 
（大学の責務） 
・研究者が適切に研究データの管理・公開等を行えるよう、本学は以下のような支援環境

を整える。 
① 研究データを管理するためのデータプラットフォーム等を提供する。 
② 研究データ管理計画等、研究データの管理に関する計画や行動を支援する。 
③ 研究データを公開するためのデータリポジトリを提供する。 
④ 公開する研究データのメタデータ作成を支援する。 
⑤ 研究データに関する契約、法務等を支援する。 
⑥ 研究データの管理、公開、利活用に関わる規程・実施要項等を定める。 
⑦ 研究データの管理、公開、利活用に関して啓発する。  

 

 
 
（ポリシー等の見直し） 
・本ポリシー及び本解説・補足資料は、社会情勢や学術情勢の変化等に応じて、適宜見直

しを行うものとする。 
 
 

（大学の責務） 
４ 本学は、研究データの保存・管理、公開及び利活用を支援する環境を整える。 

（ポリシーの見直し） 
５ 本ポリシーは、社会や学術状況の変化に応じて適宜見直しを行うものとする。 


